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専門分野
▶気候モデリング

▶気候力学・大気力学

▶大気海洋相互作用

研究内容

気候モデルMIROC、大気

力学モデルLBM他、階層的

な数値モデルを用いて気候

変動のメカニズムや気候

フィードバックを理解する
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大気海洋グループ

全球気候モデル



研究テーマ①

温暖化と異常気象

朝日新聞 (2016.02.26)



研究テーマ②

気候変動・天候変動のメカニズム ENSO
観測

MIROC

▶自然変動のメカニズム

▶結合系変動（ENSO, PDO, AMO）

▶テレコネクション（AO/NAO, PNA, CGT…)

▶予測可能性研究（気象予報・気候予測）

▶新しい気候モデリングの探究

共通する概念
 不安定
 フィードバック
 最適励起
 時間スケール
 波動
 非線形性
 ……

Steady y response to equatorial divergence 



研究テーマ③

気候フィードバック・気候感度の決定メカニズム

システム（気候）が外部要因（CO2濃度増加）で乱されたときにどうふるまうか：
大自由度、非線形なシステムでは理解が困難

IPCC (2007)
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過渡的応答（TCR） ⇔ 平衡気候感度



研究テーマ④

大気現象の空間スケールは1mmから1万kmまで連続的なので、全てを同時に
計算することはいかなるスーパーコンピュータでも不可能である。

 放射過程（放射伝達）
 積雲対流過程
 雲過程（微物理）
 境界層過程（乱流）
 地表面過程

パラメタリゼーション ＝ 小さなスケールの効果を、大きなスケールの変数で表す

パラメータ化は経験則にもとづくのではなく、小さなスケールでの物理をまずちゃんと計算
し、そこから物理的洞察の助けを借りて簡単化する作業である。しかし、パラメータ化の方
法はただ1つではないところに問題が生じる。

Beljaars (2004)

GCMにおけるパラメータ化の問題


